
職場への早期適応と看護実践者としての基本的な能⼒を習得する

 
 ・フィジカルアセスメント
 ・倫理
 ・フィジカルアセスメント事例発表

 ・後輩育成･コーチング
 ・倫理

 ・ＱＣ活動
 ・ＱＣ活動取り組み発表

 ・プリセプター準備研修
 ・アソシエートナース準備研修
 ・管理研修（副看護師⻑・看護師⻑）

NST委員会・RST委員会・ICT委員会・化学療法委員会・緩和ケアチーム・医療安全推進担当者
褥瘡対策チーム・認知症ケア委員会・各院内認定教育課程・教育研修部
ME室・放射線科・臨床検査科・理学療法室・薬剤部・栄養管理室・療育指導室・事務部

 ・呼吸器ケア （★）
 ・重症児者
 ・医療機器マスター （★）
 ・神経･筋疾患
 ・肺がん化学療法 （★）

※ 平成31年度開講（★）

 ・看護師⻑研修 ・神経・筋疾患看護研修
 ・副看護師⻑研修 ・呼吸器疾患看護研修
 ・教育担当者研修 ・緩和医療看護研修
 ・医療安全管理研修 ・がん看護研修
 ・感染対策管理研修 ・結核看護研修
 ・重症⼼⾝障害(児)者研修 ・実習指導者講習会

 ・認定看護師研修（感染管理・⽪膚排泄ケア・摂⾷嚥下・がん看護・緩和看護・認知症看護）
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 看護実践に必要な基本的能⼒を習得する。

到 達 度段 階

レベルⅣ

レベルⅤ

 ①後輩の役割を⽀援する。
 ②チームリーダーとしての役割⾏動がとれる。

 ①個別性を重視した看護を実践する。
 ②看護実践者として、後輩に⽀援的役割を果たせる。

 専⾨性の発揮、管理・教育的役割モデルとなり、
 研究的に取り組む。

レベルⅡ

レベルⅢ

 ①根拠に基づいた看護を実践する。
 ②後輩と共に学習する。
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・新採⽤者研修・技術研修
・急変時対応･夜勤前研修
・３ヶ⽉フォローアップ／リフレッシュ研修
・医療安全・倫理・フォローアップ

 ・フィジカルアセスメント
 ・倫理
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看護部教育体系

 ・看護研究  ・チームナーシング  ・終末期看護  ・認知症看護

教
育
課
程

 ▶ 各専⾨部⾨チーム主催研修

 ・療養介助職・看護助⼿研修

 ・職員研修

 ・災害医療
 ・災害訓練
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